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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月8日(2016.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝播欠損性であるベータヘルペスウイルスであって、２次エンベロープ化に関与する少
なくとも１つの遺伝子生成物を欠損しているベータヘルペスウイルス。
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【請求項２】
　内皮向性であり、かつ／または野生型様ビリオン表面を有する、請求項１に記載のベー
タヘルペスウイルス。
【請求項３】
　ヒトベータヘルペスウイルスである、請求項１または２のいずれか１項に記載のベータ
ヘルペスウイルス。
【請求項４】
　サイトメガロウイルスである、請求項１から３のいずれか１項に記載のベータヘルペス
ウイルス。
【請求項５】
　１次エンベロープ化に関与する少なくとも１つの遺伝子生成物を欠損している、請求項
１から４のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項６】
　２次エンベロープ化に関与する前記少なくとも１つの遺伝子生成物が、ＵＬ９４および
ＵＬ９９ならびにそのそれぞれの相同体を含む群から選択される遺伝子によりコードされ
る、請求項１～５のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項７】
　前記ベータヘルペスウイルスが、ヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチド配列が、
配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１～１２２６３０により表される第
１核酸配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２３６６８～１８
１６５２により表される第２ヌクレオチド配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列
のヌクレオチド１８９１９２～２３３６８１により表される第３ヌクレオチド配列とを含
み、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２２６３０が、配列番号２０
によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２３６６８と共有結合し、配列番号２０による
ヌクレオチド配列のヌクレオチド１８１６５２が、配列番号２０によるヌクレオチド配列
のヌクレオチド１８９１９２と共有結合している、請求項１から６のいずれか１項に記載
のベータヘルペスウイルス。
【請求項８】
　前記ベータヘルペスウイルスが、ヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチド配列が、
配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１～１２２６３０により表される第
１核酸配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２３６６８～１８
１６５２により表される第２ヌクレオチド配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列
のヌクレオチド１８９１９２～２３３６８１により表される第３ヌクレオチド配列と、配
列番号３４によるヌクレオチド配列を含む第４ヌクレオチド配列とを含む、請求項１から
６のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項９】
　配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２２６３０が、配列番号３４に
よるヌクレオチド配列のヌクレオチド１と共有結合し、配列番号３４によるヌクレオチド
配列のヌクレオチド２５２が、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２
３６６８と共有結合し、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１８１６５
２が、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１８９１９２と共有結合して
いる、請求項６に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項１０】
　前記ベータヘルペスウイルスが、ヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチド配列が、
配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１～１２２６３０により表される第
１核酸配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２３６６８～１３
０６７０により表される第２ヌクレオチド配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列
のヌクレオチド１３１２４３～１８１６５２により表される第３ヌクレオチド配列と、配
列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１８９１９２～２３３６８１により表
される第４ヌクレオチド配列とを含み、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオ
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チド１２２６３０が、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２３６６８
と共有結合し、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１３０６７０が、配
列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１３１２４３と共有結合し、配列番号
２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１８１６５２が、配列番号２０によるヌクレ
オチド配列のヌクレオチド１８９１９２と共有結合している、請求項１から６のいずれか
１項に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項１１】
　前記ベータヘルペスウイルスが、ヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチド配列が、
配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１～１２２６３０により表される第
１核酸配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２３６６８～１３
０６７０により表される第２ヌクレオチド配列と、配列番号２０によるヌクレオチド配列
のヌクレオチド１３１２４３～１８１６５２により表される第３ヌクレオチド配列と、配
列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１８９１９２～２３３６８１により表
される第４ヌクレオチド配列と、配列番号３４によるヌクレオチド配列を含む第５ヌクレ
オチド配列と、配列番号３５によるヌクレオチド配列を含む第６ヌクレオチド配列とを含
む、請求項１から６のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項１２】
　配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２２６３０が、配列番号３４に
よるヌクレオチド配列のヌクレオチド１と共有結合し、配列番号３４によるヌクレオチド
配列のヌクレオチド２５２が、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１２
３６６８と共有結合し、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１３０６７
０が、配列番号３５によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１と共有結合し、配列番号３
５によるヌクレオチド配列のヌクレオチド６７が、配列番号２０によるヌクレオチド配列
のヌクレオチド１３１２４３と共有結合し、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌク
レオチド１８１６５２が、配列番号２０によるヌクレオチド配列のヌクレオチド１８９１
９２と共有結合している、請求項１１に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項１３】
　ＵＬ１３３、ＵＬ１３４、ＵＬ１３５、ＵＬ１３６、ＵＬ１３７、ＵＬ１３８、ＵＬ１
３９、ＵＬ１４０、ＵＬ１４１、ＵＬ１４２、ＵＬ１４３、ＵＬ１４４およびＵＬ１４５
を含む群から選択される１または複数の遺伝子を含む、請求項１から１２のいずれか１項
に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項１４】
　配列番号２３によるヌクレオチド配列を含む、請求項１から１３のいずれか１項に記載
のベータヘルペスウイルス。
【請求項１５】
　免疫回避遺伝子によりコードされる少なくとも１つの遺伝子生成物を欠損している、請
求項１から１４のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルス。
【請求項１６】
　異種核酸をコードする、請求項１から１５のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイ
ルス。
【請求項１７】
　前記異種核酸が少なくとも１つの抗原をコードする、請求項１６に記載のベータヘルペ
スウイルス。
【請求項１８】
　請求項１から１７のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルスを含むワクチン。
【請求項１９】
　疾患に罹患しているか、または疾患に罹患する危険性がある対象のワクチン接種のため
の、請求項１８に記載のワクチンであって、前記ワクチン接種が、疾患に対するワクチン
接種であり、前記疾患が、ベータヘルペスウイルス感染に伴う疾患または状態である、ワ
クチン。
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【請求項２０】
　前記対象が、妊娠している女性または生殖可能年齢の女性、移植片のドナー、移植片の
レシピエントおよびＨＩＶに感染しているかもしくはＨＩＶに感染する危険性がある対象
を含む群から選択される、請求項１９に記載のワクチン。
【請求項２１】
　医薬品の製造のための、請求項１から１７のいずれかに記載のベータヘルペスウイルス
の使用。
【請求項２２】
　前記医薬品が、ベータヘルペスウイルス感染の治療および／または予防用であり、また
は前記医薬品が、ベータヘルペスウイルス感染、好ましくはヒトサイトメガロウイルス感
染に伴う疾患もしくは状態の治療および／または予防用である、請求項２１に記載の使用
。
【請求項２３】
　ワクチンの製造のための、請求項１から１７のいずれかに記載のベータヘルペスウイル
スの使用。
【請求項２４】
　前記ワクチンが、ベータヘルペスウイルス感染の治療および／または予防用であるか、
または、ベータヘルペスウイルス感染、好ましくはヒトサイトメガロウイルス感染に伴う
疾患もしくは状態の治療および／または予防用である、請求項２３に記載の使用。
【請求項２５】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルスをコードする核酸。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の核酸を含むベクター。
【請求項２７】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載のベータヘルペスウイルス、請求項２５に記載の
核酸および／または請求項２６に記載のベクターと、薬学的に許容される担体とを含む医
薬組成物。
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